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これは世につたえておきたい 
　　　　　かたっておきたい 
わが胸の底から真実のおもい 
人生幾山河のめぐりあい 
あの日の風やひかり　そして空のひとひら 
哀歓のかがり火に生きた幾年月の路 
「自分史図書館」は　その証言館です。 
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　○ 井口保画集 
 
　お便りに「八十年生きて来た証として
何か残したいと思い、この度、画集を作
る事に致しました。素人の拙い作品です
が、御世話になった皆様に御高覧頂き度
くご笑納下さい」八十歳におなりといえ
ば、大正１２年、旧水田村でのお生まれ。
旧満州での抑留体験、復員後上京、勉学
の傍ら、溝江勘二画伯（大川出身）の薫
陶もうけられる。帰郷後は内野秀美画伯
に師事、以後、示現会展に出品しつづけ
られ、会員として精励されている。美術
評論家谷口治達氏は「謙虚で温厚、清廉
なお人柄が作品に静かに反映されている」
と序文をしたためている。 
　画集をいただいて私も一点一点に見入
って行ったが、徹底した描写力には感服
のほかはない。しかし、Ｐ５５の「祈り
の旅（モロッコ）」に出会って、礼拝者
たちのペンギンにも似た行列。なんとな
くユーモラスな行列に思わず微笑した。
画面が温いのだ。一番好きな絵として、
この作品をここにかかげることにした。
　　　　　　　　　　　　　　（椎窓） 
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私の稀覯本ノート　その21 

○ 中薗英助氏恵贈の雑誌 
　「新潮」２００１年４月号 

椎窓　猛  

　雑誌も新聞とおなじくある年数が
たてば、貴重な資料、記録として価
値が生じてくる。 
　この雑誌には氏の遺稿ともなった
「南蛮仏」のうちの「矢部川」の章
が掲載されている。それには付箋が
つけられ、私宛のみじかいたよりが
したゝめられている。私はここにと
りだしたように、雑誌に貼付してい
たのである。この「矢部川」の章に
は山峡の神話、日向神の奇岩、八女
津媛の棲み所としての記述も見える。 
　八女中卒業と同時に、中国大陸へ
渡った中薗さんも晩年にはうぶすな
八女の地に思いを深く寄せている。 
　八女市見崎中学校には、中薗さん
の略歴、それに寄贈と思われる本が
並べられる。生徒たちはどのような
思いで手にとっているだろうか。 

（自分史図書館長） 

○ 私たちの百年 
　 　惣ちゃんは戦争に征った 

語り・貞刈惣一郎 
文章・貞刈みどり 
　（海鳥社刊）  

　貞刈先生は新制中学出発当初の昭
和２６年矢部中学教諭として赴任、
ときの校長が私の父均であった。第
５章、教壇に立つには着任当初、校
長との対面の場が描かれている。 
　「先生はどんな教育を望まれます
か」「捨てられてなお咲く花の憐れ
さにまたとりあげて水与えたりとい
う言葉を心の中に温めていました」
「それこそ教育の真髄です。先生を
お迎えして私も嬉しいです。」温厚
な校長だと描かれていて、私もしば
し懐旧の念に包まれました。 
　この先生は戦争のころは、兵士と
して満州へ。日ソ開戦、シベリア抑
留、復員後、教師の道へ。定時制高
校教諭、昭和４５年、自宅に筑紫児
童図書館を開設、教職退任後、太宰
府政庁跡を中心に史跡解説ボランテ
ィア活動つづけられること３６年間、 

 
 
１万団体、延べ５０万５千人の案内。
８５歳で修士となられるが佐賀大大
学院に入学は８２歳の春のこと。ま
ことに勤勉精励、奉仕の精神に一徹、
誠心の人柄である。 
　なかでも第３章シベリア抑留体験
記は、凄絶。エゾマツ、トドマツ、
カラマツの伐採作業。朝食、黒パン
徳用マッチ箱の半分ぐらい。大豆２
～３粒のスープ。１０月には雪。馬
は零下３０度になれば倒れる。「あ
あ、俺はぼた餅、食いたい！」みん
なで笑った一夜も、隣の兵士が起き
ないので呼びかけるが、冷たくなっ
ている。 
　聞き語り、奥さまの文章がすばら
しい。 
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受贈図書紹介 19 順次紹介していますが受贈日より多少遅れます。 
あしからずご了承下さい。 

久留米市 
大牟田市 
日 田 市  
吉 井 町  
小 郡 市  
小 郡 市  
長 崎 市  
〃 　  
〃 　  
〃 　  

太宰府市 
福 岡 市  

………………………  的場　恒孝 
…………………………  平木　谷水 

…………………  福本　英城 
………  島居　祐示 
…………  大石　　實 
……  大石　　實 

……………………  井上源吾訳註 
〃　　　 
〃　　　 
〃　　　 

…………………  秋山　喜文 
……………………………  寺田健一郎 

蔵書目録 ③ ができました　￥１６０ 送料込（郵便切手可） 

受贈図書紹介は今月休みます。
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○ 勝機なきビルマ戦 
　「菊兵団」火砲とともに 

武末　達三郎 
 
　著者武末さんは通商産業
技官を勤めた方だが、フー
コン作戦、断作戦、メイク
テーラ会戦、ビョウボエ会
戦、シッタン作戦とビルマ
戦線歴戦参加の元陸軍中尉
の従軍記である。まえがき
に「私も今日まで生き長ら
えて７０歳をとっくに過ぎ
て老境に入った。兵役の期
間は２０歳代で非常に短い
年月。私の戦場はビルマ。
今のミャンマー。当時の熾
烈なる各戦場での様相が鮮
やかに蘇り、いまだに私の
脳裏を離れない。戦没した
多くの霊魂が私の身代りに
なってくれて、今日まで生
き延びられたという観念を
捨てることができない」と
述べられている。 
　戦後６１年の夏。こうした
戦場の記録を読めば「平和」
の尊さが身にしみてくる。 

○ わたしの歩いた道 
　　－金婚式を迎えて－ 

政住　　光 
 

　筑紫野に農をいとなみ、
誠実一路に歩みつづけられ
たアルバム主体の自分史で
ある。政住さんは昭和６年
の生まれ。地域に根をおろ
しいとなまれた生計は、と
りもなおさず昭和に生きた
民の農業史ともいえるし、
堅実な家族史とも読みとら
れる。政住さんは１６歳の
ときから農業にいそしまれ
たその日歴が写真によって
浮かびあがっている。いか
け屋、かさの修理、下駄の歯
がえ屋などを知る者はもは
や数少ないのではないか。 
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